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銀河を空間分解したΣ𝑆𝐹𝑅 − Σ∗関係が存在し、globalな関係との類
似性などが議論されてきた。
⇒銀河をより裾野のほうまで見る & SF knotとdiffuse componentに
分けて考えてみる。

[data]
MUSEのlarge programme GASPから30 local undisturbed late-type 
galaxies: 92020 star forming spaxels
GASP論文によると… 0.04 < z < 0.1, 空間分解能は~ 1kpc

[主な結果]
1. resolved SFMSの分散が大きく、外側のspaxelを除き大質量の
銀河のみ考えると高Σ∗側で傾きが急になる。
⇒銀河ごとに関係が大きく違う。外側は違う性質を持つ？

2. 銀河個々に相関が違う(中には相関がないものもある)
⇒ユニバーサルな星形成関係は存在しない、globalな関係は
様々なnomalizationの重ねあわせによるもの。
⇒ばらつきはSF knotによるもので、そのような星形成(Ha)の
強い領域に銀河全体の測定値が影響を受けることを示唆。

3. それぞれの銀河で平均したΣ∗とΣ𝑆𝐹𝑅を求めると、よく似た値
になる & サイズの大きい銀河ほどglobal SFMSで右上に来る。
⇒SFMSはsize-mass relationによって形成されている。
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⇒大きい銀河ほどSF knotsが多い


